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「自動化とAIのトレンド2025」 
へようこそ

はじめに

2025年以降のAIと自動化の未来を形作る要因についてのレポートをご覧いただき、
ありがとうございます。このレポートは、皆様が環境を理解し、そこで生じる機会を
活用するための重要な情報と「将来の展望」を提供することを目的としています。

レポートに記載されているトレンドでは、第三者機関の調査結果に対するUiPathの 
分析が反映されており、10,000社以上のUiPathのお客様、グローバルなUiPathコミュ
ニティに属する数百万人のメンバー、さらには数千社のテクノロジーパートナーや
市場開拓パートナーとの関係から得られた独自の洞察が考慮されています。また、
UiPathのAIサイエンティスト、製品開発者、ソフトウェアエンジニア、自動化ストラ
テジストの視点、およびUiPathのセールスチーム、マーケティングチーム、カスタ
マー・サポート・チームの視点も取り入れられています。

世界の現状を短いトレンドリストにまとめることは以前から困難でした。しかし、 
今年は例年以上に大変でした。目に見えない非常に多くの要因が関係しているからで
す。その中でも特に重要なのが、AIエージェントの急速な普及です。これにより、目
標を達成するために必要な行動を理解するだけでなく、ソフトウェアエージェント自
体で必要な行動を取るためのインテリジェンスがソフトウェアエージェントに付与さ

れます。AI技術が大きく飛躍した結果であるAIエージェントは、企業の自動化に大
きな影響を与え、多くのトレンドに密接に関連しています。

しかし、生成AIが衰退したというわけではありません。実際のところ、現在でも多
くの組織が生成AIに関する取り組みを定め、拡大させていくことは難しいと感じて
います。ただ、これらの組織も有利な立場を得ています。これは、企業向けソフト
ウェアに組み込まれている「アウトサイドイン」型のAIと、内部データを制御し活
用するための大規模言語モデル(LLM)を使った新しいアプローチによるものです。

最後に、私たちの公私にわたる生活に対するAIの影響が拡大し強まるにつれて、 
企業やテクノロジープロバイダーは、仮想労働力の管理から著作権の所有、モデル
トレーニングにおけるデータの使用、その他さまざまな事柄に至るまで、あらゆる
ことを規制する数多くの新しい法律を常に把握している必要があります。

 
このように、今年のトレンドレポートでは、さまざまな点が取り上げられていま
す。では、見ていきましょう。
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規制の強化。AIの力を抑制するための 
措置が世界中で講じられる。

立法機関や裁判所は、仮想世界を規制するための取り組み
を進めています。7

RAGから成功へ。新しいツールで大量の
データを制御する。

今年はコンテキストが最重要で、ナレッジ(グラフ)が推進力
となり、LLMがさらに進歩します。6

「組込型AI」が企業を幻滅の谷から救う。
企業は依然としてAIの価値を自力で引き出すことに苦労し
ていますが、テクノロジー企業によってその問題が解決し
ます。5

マシンとの仕事の共有。 
大規模な業務再分配が始まる。

企業は人とマシンのどちらがタスクに適しているかを 
考慮して、業務を根底から見直す必要があります。4

エージェントが幅広い自動化の機会に 
取り組み始める。

エージェントとロボットの両方を必要とする、企業全体で
価値のあるユースケースが2025年に実現します。3

オーケストレーションの台頭によって、
エージェントエコシステムが形成される。

テクノロジープロバイダーにより、エージェント、ロボッ
ト、人が調和して共同作業できる環境が構築されます。2

AIが思想から行動へと進化し、 
AIエージェントの時代が到来する。

エージェントは理解、計画、行動を独立して行えるように
なります。これにより、すべてが変化します。1自動化とAIの

トレンド2025

概要
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AIが思想から行動へと進化し、 
AIエージェントの時代が到来する。
生成AIによって、応用AIを大きく前進させるための基盤が築かれ
てきました。この基盤により、組織、その組織で働く人々、 
そして仕事そのものの本質が大きく変わることになります。

この飛躍的な進歩の成果として生まれたAIエージェントは、 
ソフトウェアエージェントが自律的かつ臨機応変に計画、意思
決定、適応できるようにする人工知能の一種です。AIエージェ
ントは、生成AIと大規模言語モデル(LLM)を基盤として構築され
ていますが、大規模行動モデル(LAM)やその他の高度なAIの組
み合わせによって、計画と行動を実行する新しい能力が付与さ
れています。目標と行動に焦点が当てられているこのエージェ
ントは、自律的に動作し、多数の複雑なタスク、細かい意思決
定、エンドツーエンドのプロセスを実行できます。

この新しい仮想労働者は、業務を遂行する際、ビジネスルール
に頼ったり、厳密に定義されたプロセスに従ったりする必要は
ありません。その代わり、エージェントは、簡単な言葉による
プロンプトやイベントトリガーに応答し、複雑なプロセスを通
じて推論する能力を活用できるようになります。また、目標を
達成するためにさまざまなアクションを起こし、学習して改善
する能力も活用できるようになります。これらのアクションを
実行するのに必要なリソースとツールの利用計画を立てて、そ
れらに指示を与えることもできるようになります。特に重要
なツールとしてRPAロボットを挙げることができます。(「エー
ジェントとロボットが活用される未来」の補足欄を参照してく
ださい)。

エージェントの出現によって、今後すべてが変化します。業務
プロセスを改めることにより、スピード、効率、精度を向上さ
せることができる機会について考えてみてください。従業員と
エージェントの間で作業を再配分し、従業員がより自由に創造
し共同作業を行うことができるようになる機会、および競争の
基盤を再定義して、エージェンティック時代に向けて運用モデ
ルを再考する機会について考えてみてください。また、エー
ジェントがすべての意思決定の15％を自律的に行う組織で働く
姿を想像してみてください(Gartner®は、2028年までにそうなる
と予測しています)。1 

エージェントは今後定着するでしょうか。その兆候はありま
す。幅広いユースケースや業界における早期導入者の成功事例
は、スピード、応答時間、カスタマイズ、効率、イノベーショ
ンの大幅な改善を示しており、テクノロジーアナリストと企業
リーダーの関心を集めています。Gartner社はAIエージェントを
2025年のテクノロジートレンドのトップ25に選んでおり2、IDC

社はAIエージェントに対する世界の支出が2023年の0ドルから
2024年には4億ドル近くに跳ね上がっていると指摘しています。
しかし、これはほんの始まりに過ぎません。Gartner社やIDC社
などの企業は、このカテゴリーが2028年までに10倍に成長し、
40億ドルを超えると推定しています。これは、68％の年平均成
長率(CAGR)に相当します。3 

エージェントのユースケースを早期に導入し、主要テクノロ
ジーに組み込まれているエージェントをより幅広く活用して、
オーケストレーションされたエージェンティックエコシステ
ムを企業全体で構築するために投資することで、2025年はAI

エージェントの成長基盤を築く年になるでしょう。

トレンド1
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の経営幹部が、AIエージェ
ントによりワークフローの
自動化レベルが向上するこ
とになると述べている

が2024年にエージェントを
使用する予定であると述べ
ている4

エージェントと 
ロボットが活用 
される未来。

エージェンティックオートメーションがロボ
ティック・プロセス・オートメーション(RPA)に
取って代わることがあるでしょうか。そのよう
なことはありません。実際、IDCはRPAに対す
る支出が2024年から2028年にかけて2倍以上に
なり、82億ドルに達すると予測しています。5

なぜなら、AIエージェントによって組織の自動
化が進むと、エージェントが多くの新しい業務
を実行するために、安全で効率的かつ信頼性の
高いRPAロボットに頼るようになるからです。

2025年に行うべきこと

•	 AIエージェントとエージェンティックオートメーションについ
ての理解を深める。

•	 エージェンティックオートメーションを使用して少なくとも1
つのプロセスを立ち上げる。

•	 立ち上げたプロセスに関連し、早期導入者の動向に注目する
か、自分自身が早期導入者となる。

エージェントを活用する時が来ました。
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ントのアクション、モデルの入出力、エージェントの意思決
定の基盤となるロジックとデータ(すなわちエージェントが行
うすべてのこと)について、透明性、ガバナンス性、予測可能
性、安全性が確保されていなければなりません。

エージェンティックエコシステムが多様で複雑な機能によっ
て構成されていることは明らかです。しかし、2025年にはこ
のエコシステムが急速に形作られ、より身近なものになるこ
とは間違いありません。

オーケストレーションの台頭によって、
エージェントエコシステムが形成される。
役割、システム、プロセスが定義されていない職場は秩序がな
く、パフォーマンスが低く、非生産的です。同じことが仮想の職
場にも当てはまります。インフラストラクチャの整備、オーケス
トレーション、制御を行わずに、AIエージェントを効果的に拡張
することはできません。

AIエージェントの可能性を最大限に引き出すため、企業では
しっかりしたエージェンティックインフラストラクチャが必要
になります。このテクノロジーにより、異なるテクノロジーが
混在している状況や非常に複雑な運用において、複数のエー
ジェントが効果的に機能できるようになるでしょう。また、 
このテクノロジーによって、エージェント、ロボット、人が 
共同作業できるようになると同時に、制御、可視性、能動的 
なガバナンスが実現します。

これらの機能の多くはすでに存在していますが、企業向けエー
ジェンティックオートメーションの完全なエコシステムは、まだ
完全には形成されていません。しかし、その形が見え始めていま
す。2025年には、この分野で多くの動きが見られるようになり
ます。UiPathをはじめとする一部のAIテクノロジー企業が、エン
タープライズグレードのエージェンティック・オートメーショ
ン・プラットフォームを市場に投入するためのイノベーションと
投資を行います。

オーケストレーションは、エージェンティックエコシステムに
おける非常に重要な部分の1つで、エージェントのタスクを調整

し、ワークフローを管理して、企業のテクノロジー、システ
ム、アプリの複雑な構成において運用を最適化させるのに不可
欠です。この機能では、複数のエージェントによる個別作業や
共同作業に対応し、意思決定とアクションを一貫したシーケン
スで行えるようにする必要があります。また、AIエージェント
とRPAロボットの間での引き継ぎを円滑にし、エージェントが
作業を完了させるために必要なロボットの「手足」にすぐアク
セスできるようにする必要があります。さらに、適切なデータ
を適切なエージェントに適切なタイミングで確実に届ける機
能、コンテキストグラウンディング、トリガーアラート、記憶
と学習のシステムも重要です。 

エージェンティック・オートメーション・プラットフォームで
は、エージェンティックオーケストレーション機能と連携し、
異なるプロセス、権限レベル、職場の役割に合わせて、さまざ
まなエージェントを迅速に構築、構成、立ち上げる環境を提供
する必要があります。さらに、このプラットフォームには、堅
牢なプロンプトライブラリと事前構成されたエージェントが備
わっている必要があります。これらによって、エージェントの
開発時間を大幅に短縮し、パフォーマンスを向上させることが
できます。

最後に重要なことですが、テクノロジーにはエージェントのアク
ティビティを監視し続け、パフォーマンスを評価する方法、およ
びセキュリティ、ガバナンス、人間が関与する機能を含める必要
があります。エージェントが構築したワークフロー、エージェ

トレンド2
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2024年から2025年にか
けてのエージェンティッ
クオートメーション市場
成長率(約3億ドルから約
9億ドルに成長)

2024年から2028年
にかけてのCAGR6

2025年に行うべきこと

•	 今後急速に進展するAIエージェントテクノロジーの進歩
に注目する。

•	 AIエージェントエコシステムの確立と拡大のための計画
を策定し、計画を進めるために行動を起こす。

「オーケストレーションがなければ、 
AIエージェントは存在しません」
-Daniel Dines、CEO兼共同創業者 | UiPath

企業が自動化に取り組み始めることで、エージェントも自動化できます。
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エージェントが幅広い自動化の
機会に取り組み始める。
エージェンティックオートメーションは、さまざまな業界、部
門、業務に適用でき、誰でも平等に利用できます。また、エー
ジェンティックオートメーションによって、エンド・ツー・エン
ドの自動化に対する新たなワークフローの選択肢が広がります。

では、エージェンティックオートメーションはどの分野で最初に
定着するでしょうか。そして、その情報は、エージェントのア
ジェンダを計画する際にどのように役立つのでしょうか。以下の
分野を考えてみましょう。

カスタマーサービス：エージェントは、コールセンターの生産性
を大幅に向上させることができます。たとえば、McKinsey社の
レポートによると、ある大規模なコールセンターでは、エージェ
ントの導入によって1時間あたりの問題解決件数が14％増加しま
した。7 

高度にカスタマイズされた営業とマーケティング：リアルタイム
のデータ、コンテキスト、適切な需要予測モデルと行動予測モデ
ルを備えたエージェントは、人間の担当者が対面でのサービス
を提供するのをサポートしたり、独自の会話機能を使用して自ら
サービスを提供したりすることができます。

事業運営：エージェントは、膨大な量のストリーミングデータを
継続的に監視および評価し、リアルタイムで決定、計画、実行で
きる機能によって、サプライチェーンや在庫レベルの管理、需要
予測、物流計画を自律的に行うことができます。

患者ケア：複雑なデータ環境、情報フローの継続的な監視、変化
する環境の中で確率論に基づいたルールに縛られない意思決定な
ど、患者ケアは、エージェントがAIの力を発揮するのに最適な分
野です。

ソフトウェア開発：AIは、プログラマーの業務に深く根差してい
ます。たとえば、Google製品のコードの25％以上がAIによって作
成されています。8それだけでなく、エージェントは、システム
アーキテクチャの設計、テストの開発と実行、自動デバッグなど
を行うことができます。

科学/製薬研究：エージェントが実験の自律的な計画と実行を行
い、結果を分析し、仮説を立てることで、研究室で行える仕事が
増え、イノベーションを加速させることができます。

これらはほんの始まりに過ぎません。複雑でコストがかかり、多
くの労力が必要で、大量のデータを取り扱い、かつ素早く結果を
出す必要があるプロセスがある場合、エージェンティックオート
メーションが解決策となる可能性があります。これらの特性を備
えたユースケースを探しましょう。エージェントは、そのような
ユースケースで効果的に機能し、大きな効果を上げることができ
ます。

トレンド3

2025年に行うべきこと

•	 短期間で、最適な導入事例の候補リストを作成する。

•	 AIエージェントを導入する際に必要となる人材と資源を 
把握する。

•	 1つか2つテストケースを実施する。

「エージェントの価値は、こ
れまでコスト効率や時間効率
の面において対処が難しかっ
た複雑で幅広いユースケース
を自動化させることができる
機能にあります。」9

-McKinsey & Co.、「Why Agents Are the Next Frontier of 
Generative AI」(2024)

UiPathの 
お客様がエージェントを 
導入している分野
最先端の導入事例

インテリジェントドキュメント処理(IDP)と
Communications Mining：エージェンティックオート
メーションは、エンド・ツー・エンドの自動化の実現に
役立っています。

銀行および金融サービス：エージェントは、投資アドバ
イザー向けに、金融データの収集、分析、レポートの作
成を行っています。また、ローン分野では、書類のレ
ビューや意思決定プロセスの策定、各種書類の自動生成
と処理などを行っています。さらに、エージェントは不
正行為やコンプライアンスも監視しています。

カスタマーサポート：一部のAIエージェントはデータを
収集して推奨事項と対応手順をリアルタイムで提案しま
す。その他のAIエージェントは、エンド・ツー・エンド
の高度にカスタマイズされたエージェントと顧客のやり
取りを可能にします。

保険金と医療費の請求管理：エージェントの導入によ
り、請求提出物の審査から解決に至るまで、請求処理が
劇的に加速しています。

製造業：AIエージェントは、モノのインターネット(IoT)
のデータフローを24時間365日監視し、機器のメンテナン
ス、製品の品質保証、サプライチェーンの最適化に対応
しています。

2025年にエージェンティックオートメーションが本領を発揮します。
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マシンとの仕事の共有。 
大規模な業務再配分が始まる。
OpenAIの調査によると、AIは全従業員の約20％が行う作業の半
分を担うことができると推定されています。10また、McKinsey社
は、2030年までに全労働時間の30％が人ではなくマシンによって
行われるようになると予測しています。11これらの調査は、AIエー
ジェントが十分に普及する前に行われました。

エージェント時代における可能性を考えると、企業の人材管理で
新たに求められているのは、「再設計と再割り当て」です。企業
は、2025年から10年以上にわたり、運用モデルの再構築、職務内
容の見直し、人材の再教育、仮想の労働者と実際の労働者間にお
けるタスクとプロセスの再割り当てという大きな課題に焦点を当
てる必要があります。

経営幹部は、この変化の最前線に立っており、不確実でありなが
らも急速に近づきつつある未来に企業を導くという課題に直面し
ています。そのような経営幹部は、新しいAI運用モデルの考案、
大規模な変化の管理、企業全体にわたるエージェンティックシス
テムの作成と実装を専門とする、急増中のコンサルタントや運用
設計者のサポートが必要になるでしょう。

人事部門は、新しいAIツールを使用してエージェントと効果的に
連携できるように、何万人もの従業員を再トレーニングしてスキ
ルアップさせる必要があります。また、技術的スキルとコア能力

(批判的思考力、問題解決能力、創造性)を適度に兼ね備えた新
しい労働者を見つける必要があります。さらに、採用計画の
見直しを行い、評価と報酬のシステムを構築し直す必要があ
ります。

IT部門でも簡単にはいきません。IT部門は、AIと自動化を取り
入れた職場エコシステムを構築するよう依頼されます。この
エコシステムにより、仮想労働者、人間の労働者、AIツールの
共同作業が促進されます。また、現在の自動化のセンター・
オブ・エクセレンス(CoE)は、エージェンティックオートメー
ションの新しいセンターとなります。この新しいセンターは、
任務を素早く実行するエージェントを構築して管理することに
長けています。

労働組合、政府、学界、政策立案者など、この動きはすべての
人に影響を与える世界的な現象となるでしょう。多くのオピニ
オンリーダーは、労働力の需要と供給のパターンに大きな混乱
が生じると予測しています。McKinsey社は、STEM、医療、法
律、クリエイティブなどの分野の労働者にとってプラスになる
可能性があると考えています。これらの分野は給与が高い傾向
にあります。しかし、その反面で、オフィスワーカー、生産労
働者、カスタマーサービス担当者の人数が需要を超えてしまう
ことになります。

トレンド4

仕事の進め方が見直され始めています。
すべての分野において、全世界の何百万人もの労働者(たとえば、
欧州では1,200万人、米国では1,200万人)は、McKinsey社が言う
ところの「職業転換」を経験することになるでしょう。12 13参考
までに、これは2024年第2四半期の欧州の労働力の約5.5％に相当
し、142024年9月時点で米国の労働者の約7.4％に相当します。15そ
して、働き続ける労働者は、働き方の変革を経験することになる
でしょう。

来年に向けて注目すべき点は何でしょうか。それは、大きな変化
の波が起こりつつあるということです。そのため、今すぐ未来に
ついて考え始めて、組織がこの大きな波にうまく乗れるようにす
る必要があります。

2025年に行うべきこと

•	 プロセスマイニングとタスクマイニングを使用して、 
AIで実行可能なタスクの割合が最も高い業務を特定する。

•	 人事部門、従業員、事業部門の責任者、IT部門、運営部門を招集
し、以下のプロセスを開始する。

	· 貴社の「未来の労働力」に関する計画を立てる

	· 適切なエージェンティック技術とツールを特定する

	· 従業員のスキルアップと再教育を行う

	· 業務の再割り当ての準備を整える

「AIに仕事を奪われること
はありません。仕事を奪う
のはAIを使う人です。」
-Richard E. Baldwin氏、2023年世界経済フォーラムの成長
サミットで講演した経済学者兼IMDビジネススクール教授
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「組込型AI」が企業を幻滅の
谷から救う。
AIの可能性を引き出すことに関して、経営幹部はあまり積極的
ではありません。しかし、それには理由があります。経営幹部
はAIに何百万ドルも費やしていますが、AIプロトタイプ全体の約
半分しか運用に至っていません。最近の調査で、回答者の70％
が、実行されたのは計画していた取り組みの30％以下であると
回答しています。16したがって、経営幹部の3分の2が、AIの利点
を活用する組織の能力について、曖昧な態度を取ったり、不満
を感じたりしているのも不思議ではありません。17   

しかし、企業がAIによる様々な利点を得ていないというわけで
はありません。ただし、その利点は企業向けテクノロジーの
会社が提供しているものです。それらの企業は、自社製品にAI

を組み込んでおり、AIの使用が過去1年間で爆発的に増加しま
した。そして、この勢いはすぐに減速することはありません。
事実、Gartner社は、2026年までに企業向けソフトウェアベン
ダーの80％以上が自社製品にAIを組み込むと予測しており、
2023年にわずか1％であった状態から大幅に増加すると見込ま
れています。18

広く普及しているAIユースケースの1つとして、Copilotが挙げ
られます。Copilotは、Google、GitHub、SAP、Salesforce、
Microsoftなど、ほぼすべての主要な企業向けソフトウェア
プロバイダーで成功を収めています(UiPathの製品はUiPath 

Autopilot™です)。そして、Copilotは価値を生み出しています。
初期のユーザーの約70％が、Microsoft Copilotによって生産性

が向上し、作業品質が向上したと報告しています。19GitHubの
Copilotによって、タスクの完了率が26％向上しました。20身近
なところでは、UiPath Autopilot™ for Developersにより、オート
メーションの開発時間が75％短縮されました。21また、あるお客
様の場合、UiPath Autopilot for Testersを使用して、手動テスト
の50％が削減されました。22

しかし、Copilotの利用状況を見ると、その価値を十分引き出せ
ているとは言えません。一例を挙げると、プログラマーの30〜
40％(おそらく技術に詳しい人たち)は、いまだにGitHubのCopilot

を使っていないようです。23そのため、エンドユーザーがCopilot

を活用するように、企業でエンドユーザーのトレーニング、追
跡、報奨制度に関する多くのアクティビティが行われることが
予想されます。

とはいえ、テクノロジー企業の製品にはさらに多くのAIが含ま
れており、これらの製品によって、顧客の生産性や精度が大幅
に向上し、コストの大幅な削減が実現しています。その例とし
て、UiPath製品の1つであるUiPath Test Suite™でAIがどのように
機能しているかを次のページでご紹介します。

この例は、UiPathの例にすぎません。このタイプのイノベー
ションが企業向けソフトウェアの主要企業に広がれば、企業は
幻滅期から啓発期に移行するのに十分なAIによる効果を得られ
るでしょう。2025年には、企業向けテクノロジーサプライヤー

が提供するAIの価値がさらに高まることを期待できます。AI

の価値を最大限に活用するために、プログラムをぜひ導入し
てください。

トレンド5

テクノロジープロバイダーの「AI搭載」製品により、ユーザーは簡単にAIを有効活用することができます。

2025年に行うべきこと

企業向けテクノロジーでAIを自社で最大限に活用できるようにす
るため以下の点を行う。

•	 どのような製品があるか把握し、その製品の機能を理解する。

•	 Copilotなどの組み込みツールの適用方法について従業員をト
レーニングし、ツールの利用を習慣づけさせる。

「大多数のテクノロジープロ
バイダーにとって、生成AI
を中心とするテクノロジー
は、過剰宣伝の対象から成
功を収めるために欠かせな
い手段に変わっています。」
-Gartner社、「Emerging Tech Impact Radar:  
Artificial Intelligence」(2024年1月)



Test Automation テスト管理テスト設計

ドキュメントを検索する

ローコードのテストオートメー
ションを生成する

テストオートメーションの 
検証エラーを修正する
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SAPのトランザクションの 
テストを生成する

あいまい検証を実行する

コード化されたAPIテストオート
メーションを生成する

自然言語でプロジェクトを 
検索する

要件に合わせてテストを生成する

合成テストデータを生成する

コード化されたテストオートメー
ションをリファクタリングする

手動テスト用のテストケース 
をインポートする

品質チェック要件を定義する

コード化されたテストオートメー
ションを生成する

式を生成する

テストに関するインサイトレ 
ポートを生成する

例：UiPath Test SuiteにおけるAI機能 
以前は手動で行われていたタスクの多くをAIと自動化が実行することで、 

テスターの生産性が大幅に向上すると同時に、テストの範囲が広がります。

出典: UiPath
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RAGから成功へ。新しいツールで
大量のデータを制御する。
過剰なデータによって苦しめられていることは周知の事実です。

Gartner社の調査によると、デジタルワーカーの約半数が仕事を効
果的に遂行するために必要なデータを見つけるのに苦労している
と述べています。一般従業員は、情報過多に対処するだけで週に
約3.5時間を浪費しています。また、労働者の38％が、情報過多
を処理するために残業しなければならないと述べています。24  

これは人の問題だけではありません。データが無秩序に散乱して
いると、AIモデルの構築や拡張も困難になります。AI関連の経営
幹部を対象とした最近の調査では、36％がモデルをトレーニン
グするための良質なデータを取得するのが難しいと述べ、39％が
データのセキュリティとプライバシーの確保が大きな問題である
と述べました。25

ありがたいことに、生成AIや大規模言語モデル(LLM)といった、AI

科学における最近の大きな進歩を活用した新しい技術やツールが
登場しています。このような技術やツールには、データ活用のジ
レンマに対する優れた新しいソリューションが備わっています。
その主なものとして、ナレッジグラフ、検索拡張生成(RAG)、
GraphRAG、内部/プライベートLLMが挙げられます。

ナレッジグラフは、イベント、概念、ドキュメントといった現実
世界のエンティティをグラフで表したものです。ナレッジグラフ
で、異なるデータリポジトリに散らばった関連情報がつなげら

れることにより、大きな成果をもたらすことができます。例え
ば、ある大手eコマースプラットフォームの検索エンジンのレ
コメンデーションを改善したところ、クリック率が35％向上し
ました。262023年には10億ドルの市場でしたが、2030年まで
に60億ドル以上に達すると予測されています(18.1％のCAGRに
相当)。27

検索拡張生成(RAG)によって、生成AIモデルが応答を生成する
際、実際のデータにアクセスできるようになり、生成AIモデル
のパフォーマンスが向上します。これにより、生成AIは「単な
る面白い技術デモからビジネス上の利点を提供できるツール」
に進化しています。28たとえば、あるグローバルコンサルティ
ング会社では、RAGの導入によって、コンサルタントが情報
検索に費やす時間を40％削減し、年間500万ドルを節約しまし
た。29RAGは、2024年から2030年までの間に年間平均成長率
44.7％の成長が予測されており、10年後までにその市場規模が
90億ドルに達する見込みです。30 

GraphRAGは、ナレッジグラフをRAGプロセスに適用させたもの
で、AIシステムに組み込まれるデータが高いレベルで改善されま
す。その結果、精度が向上し、ハルシネーションが減ります。ま
た、計算効率が高まり、状況に応じた応答が可能になります。あ
る調査では、GraphRAGベースのシステムを使用すると、必要な
トークンを26～97％削減できることがわかりました。31

内部またはプライベートのLLMは、組織独自のデータで安全に
トレーニングされたAIモデルであり、多くの場合、特定のプロセ
スや意思決定の流れに焦点が当てられています。正しく行えば、
はるかに適切で正確な洞察を得ることができ、企業データがファ
イアウォール内の大きなメリットに変わります。LLMをゼロから
構築するのは困難でコストがかかるため、多くの企業は、基礎の
LLMから運用を開始し、独自のデータを使用してLLMをさらに改
善させています。LLMに対する世界全体の支出は、2030年に220

億ドルを超えると予想され、2024年以降は年間約50％の成長が見
込まれています。32 

これら4種類のアプローチにより、企業がデータにアクセスし、
データを整理して活用する方法が徐々に改善されつつあります。
そして、簡単な言葉でのインターフェースを追加することによ
り、人がデータの検索や合成を「マシンに依頼する」できるよう
になります。これは、人とデータ間の関係が改善に向かっている
ことを示しています。

トレンド6

>>7575%%

汎用LLMまたは特化型LLMを使用すること
でデータの適合度が向上します*

*UiPathのR&D部門がさまざまな企業ドキュメントでテストし
た、UiPath DocPath LLMまたはChatGPT-4o

データの取り扱いを変える新しい方法の登場により、人とモデルが成功を収めます。

2025年に行うべきこと

•	 新しいテクノロジーやツールによって達成可能なこと
が変化しているため、「AIによるデータ管理の変革」を
2025年の優先プロジェクトにする。
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「AIを良い目的のために活用し、
その無数のメリットを実現させ
るには、AIの重大なリスクを軽
減させる必要があります。」
-Joe Biden氏、第46代米国大統領、「安全かつ安心な信頼できる 
人工知能の開発と使用に関する大統領令」、2023年10月

規制の強化。AIの力を抑制するための
措置が世界中で講じられる。
AIが技術に関する未開拓分野を開拓し続ける一方で、自由に実験
を行う機会が失われつつあります。世界中の規制当局により、業
界が成熟し、責任を重んじる文化を受け入れる時が来たことが明
確になっています。知的財産、画像、データの所有権などに関
する数多くの重要なAI関連訴訟によって、裁判所もこの動きに加
わっています。

規制活動はここ10年間で勢いを増してきましたが、生成AIが驚
くほど急速かつ広範囲に導入されたことで、その勢いはさらに
高まっています。米国だけでも、2024年には全50州で約500件の
法案が提案されており、2023年の130件から大幅に増加していま
す。議会もAIの監視を強化しており、2023年と比べて2倍の数の
法案を提出しています。

  
特に米国連邦取引委員会(FTC)は厳しく対応しており、データの
不正使用やアルゴリズムの偏見に対し、いくつかのケースですで
に取り締まりを行っています。とりわけ、顔認識技術に関連する
2012年の命令に違反したMeta社に厳しく対応しました。

 
世界的に見ても規制活動の急速な増加は同様であり、EUの画期的
なAI法がその先頭を切っています。この包括的な法律は2024年8

月に施行され、AIの応用に対してリスクベースのアプローチが採
用されています。この法律は、政府によるスコアリングのような
一部のアプリケーションを完全に禁止し、雇用審査や医療で使用

される高リスクシステムには厳しい要件を課しています。このAI

法は、著作権やコンテンツの所有権に関する難しい問題の一部に
も取り組んでおり、生成AIモデルのトレーニングデータの開示と
著作権法の遵守を義務付けています。また、著作権といえば、米
国とEUでは、AIが100%生成したアウトプットは著作権の対象に
はならず、人間が関与している必要があることが最近再確認され
ました。33しかし、人間がどの程度関与すべきかについては、い
まだ明確になっていません。

このような規制の混乱により、世界中の組織は多くの不確実性に
直面しています。企業のリーダーが法律の制定を望んでいないと
いうわけではありません。それどころか、Deloitte社が経営幹部
を対象に行った調査では、78％がAI規制の強化を求めていること
がわかりました。34しかし、企業のリーダーが安心して前に進む
には、それらの規制がどのようなものになるかを把握している必
要があります。事実、生成AIに関する取り組みを妨げている理由
を企業に尋ねたところ、「規制の不確実性」が最大の理由でした
(36％)。35また、立法だけでなく司法もこの動きに巻き込まれてい
ます。Getty Images社が著作権侵害の疑いでStability AI社を相手
に起こした訴訟など、最近注目を集めた訴訟によって、AI開発に
伴う法的リスクの高まりが明らかになっています。つまり、生成
AIを活用する組織は、トレーニングデータの出所と使用権に関す
る監視の強化に備える必要があることを意味しています。

2025年の間に、組織は規制に備えるための取り組みを本格的に始
めるでしょう。そのような組織には、大量の仕事が待ち受けてい
ます。現在、生成AIのガバナンスフレームワークを導入している
のは、約半数の組織に過ぎません。立法機関の活動を正式に監視
している組織は全体の半分未満です。また、生成AIの実装に関す
る正式なインベントリを保持しているのは3分の1に過ぎません。
36世界中の政府や司法の活動により、「何でもありのAI」業界が
高度に規制された業界へと急速に変貌している状況において、現
状の対応では不十分です。

トレンド7

立法者、リーダー、そして弁護士がAIの法的枠組みを構築する。

2025年に行うべきこと

•	 裁判所と立法者の動きに注目し、新しい法律によって課される
可能性がある要件に備える。

•	 堅牢なデータガバナンスとセキュリティ対策を導入する。

•	 AIアルゴリズムの透明性と説明可能性を優先させる。

•	 AIが関与した意思決定に対する明確な説明責任の構造を 
確立する。
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